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高校生への一言：地震や台風といった災害に強い構造物を，合理的な費用で実現するための技

術開発や長期間供用された構造物をさらに長寿命化させる技術に関連する研究をしています．

研究の成果が橋などの身近な，大きな構造物で実現されるので，とてもやりがいがあります．

大学での担当科目：都市工学のための科学基礎，安全防災工学，橋梁工学，鋼構造設計論他

大学院での担当科目：鋼構造工学特論，特別演習

所属学会：土木学会，日本鋼構造協会，国際橋梁・構造工学会（IABSE），日本実験力学会

１．研究概要

構造物は経年変化とともに劣化が進行する場合があります．この場

合，劣化の進行によっては，構造物の果たすべき役割を発揮できなく

なり，人々の生活に大きな影響を及ぼします．私は，構造物の中でも

特に鋼製の橋梁を対象として，その劣化度をなるべく簡単に判定でき

る技術および，性能回復を目指した補修・補強技術の開発を目指して

います．特に，劣化度の判定技術では，ニューラルネットワークなど

の情報処理技術を活用し，少ない計測点で損傷の程度および損傷箇所

を特定できることを目指し，橋梁形式別の最適な計測方法および解析

方法について，実験と数値解析を使って検討し

ています．研究では，実橋梁を対象に計測する

ことは，費用や時間的な面で制約も多いことか

ら，図に示す橋梁模型を製作し，それに対し，

損傷を与え，橋梁の応答を計測するという模型

実験を活用しています．

２．高校生向けに提供可能な講演テーマの例（実績も含む）

「橋ができるまで」，「橋の秘密」，「橋の維持管理」など，橋梁をテーマとして講演が可能です．

図 橋梁模型

図 模型実験（健全時とつり材損傷時）


